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とめ、関係者・関係施設等に配布しました。

Ⅰ　総括

 　１　三浦しらとり園の概略

　この時点における定員は施設入所支援８８名、生活介護９５名、自立訓練（生活訓

練）６名、短期入所２４名、知的障害児施設支援４０名（うち４名短期入所）です。

　平成２４年４月には児童福祉法等の改正等により知的障害児施設は、他の障害児施

設を含めて「福祉型障害児入所施設」に一本化され、１８歳以上の加齢児については

「経過的施設入所支援サービス費」、「経過的生活介護サービス費」による報酬単価

が示され、平成２９年度末までに成人施設等への移行を図ることが要請されています。

として「三浦しらとり相談支援事業所」をスタートさせています。また、２７年３月

　平成２５年３月３１日で、県職員及びかながわ共同会職員の派遣が完了し、２５年

  当園は、昭和３８年１月に精神薄弱児施設「神奈川県立長沢学園」（定員１００名）

として開設し、昭和５８年４月に県立社会福祉施設再整備拡充計画「やまゆり計画」

の第１号施設として、児童施設４０名に成人施設（更生）１２０名、通所部門１５名

を加え、三浦半島の在宅福祉サービスの拠点施設として「神奈川県立三浦しらとり園」

として開設されました。平成２年には在宅精神薄弱児・者施設利用普及事業を開始し、

短期入所事業や緊急一時保護を行うなど横須賀・三浦地区の中で大きな役割を果たし

てきています。平成１５年４月には今までの措置制度に替わる利用者との契約による

「支援費制度」が導入され、１１月には「県立社会福祉施設将来展望会議報告書」の

中で、当園は民間委託されるべき施設として位置づけられました。

　平成１８年４月から障害者自立支援法が施行され、まず短期入所事業が新法による

事業実施となり、平成２０年４月から障害者自立支援法に基づく指定障害者支援施設

として完全移行しています。サービス内容は施設入所支援９４名、生活介護１０１名、

自立訓練（生活訓練）６名、短期入所定員１８名としています。

　平成２１年６月には、指定管理者制度の導入が園及び家族会に発表され具体的な動

きがスタートし、社会福祉法人清和会を含む４法人が応募しました。２２年４月には

５名の委員からなる「指定管理者制度外部評価委員会」が２回開催され、５月に松沢

知事をトップとした「県庁改革会議」が開催され、指定管理事業者候補法人として社

会福祉法人清和会が選定され、６月に開催された県議会定例会で正式に指定管理者と

４月より清和会単独での運営となりました。今年度（２６年４月）からは、新規事業

して議決されました。８月には指定書を交付され、２３年３月３０日には引継式が挙

行され、４月から新施設長に淺井一志を迎え、社会福祉法人清和会による運営を開始

しています。

には、三浦しらとり園５０周年の記念事業の一環として「しら鳥５０年史」をとりま

-  1  -



(1)　組織・職員等の体制について

(2)　相談支援事業所の設置・運営について

自閉症の障害特性とアセスメントに関する研修を全職員を対象に、同一内容で各６回

づつ開催して職員のスキルアップを図っています。

採職員をカバーしながら丁寧な運営を行っています。

　平成２７年度に向けては、８月に一部の採用内定職員の体験研修を実施しています。

所」を、障害者生活支援センター鎌倉清和において開設しました。

両事業所で連携し、法人内の計画相談進捗状況を共有するとともに、定期的に意見交

換や情報交換をすることで効率的な計画作成を行っています。


　また、横須賀市自立支援協議会ネットワーク連絡会や横須賀市相談支援事業所意見

交換会等へも積極的に参加し、相談支援事業所やサービス事業所との連携を深めてい

ます。

　社会福祉法人清和会では、平成２５年１２月に大嶋理事長が逝去され、淺井常務理

　今年度についても、「安全・安心」を柱にていねいな運営を心掛けて行いました。


は９２名となっています。

　新採用職員に対しては、生活寮での実地体験研修を２月から行い、３月１７日～

１８日で業務の基本となる座学研修を実施しています。

　５月には、３月に受講できなかった新採用職員４名に基本研修を行うとともに、６

月・７月には主に新採用職員を対象に救急法やハイムリック法、熱中症対策、８月に

は摂食嚥下医療実務研修等を行い、９月には夜勤業務研修や感染症研修を行って、新

人職員に必要な研修を手厚く実施しています。また、強度行動障害専任支援員による

 　２　運営について

　事業内容は計画相談支援及び障害児相談支援で、平成２７年３月末時点で契約者数

　平成２６年１０月からは、法人として２カ所目となる「鎌倉やまなみ相談支援事業

　相談支援事業所については、県・横須賀市からも事業所の起ち上げに対する期待も

名（幹部職員を除く）を加えスタートしました。

ととされ、平成２６年２月に開催された理事会で正式に理事長に就任しました。

　平成２６年４月には、新たに加藤芳明施設長を迎え、課長職１名、新採用職員１７

事の淺井一志が，翌年１月に開催された緊急理事会で当分の間、理事長に就任するこ

　今年度についても、「安全・安心」を柱に運営を行い、寮長を中心に中堅職員が新

あり、指定管理外の自主事業として県に届出の上、平成２６年４月より「三浦しらと

り相談支援事業所」の名称で、相談支援専門員１名を配置し事業を開始しました。
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　　　　(2)　利用者の入退所や短期入所等の状況について(3)　利用者の入退所や短期入所等の状況について

①　利用者の入所について

③　在宅支援（短期入所・日中一時）の状況について

　すが、県域における女子待機者の少なさが目立っています。また、在宅からの５名

　の児童の入所理由は全て「被虐待」です。

　し、２名はグループホームに入所しました（うち１名は清和会のグループホーム）。

②　利用者の退所について

　　退所については、児童課（児童）で５名の退所がありました。障害者支援施設へ移

　行した児童は２名で、内１名は加齢児として措置延長中であったが、県外の障害者支

　援施設に入所することができました。また、１名は家庭に戻り地域の高等学校に進学

　  入所については児童課（児童）に男子３名女子６名の入所がありました。児童は

　ほぼ横ばいの状況となっています。

　平成２６年９月１５日より当園７寮（強度行動障害対応寮）の居室を一部改修の上、

　短期入所として受入れを行っています。また、４ヵ所の児童相談所から緊急一時保

　護（児童福祉法３３条）として８名の児童を延１６９日間の受入れを行っています。

　保護理由は虐待や家族の疲弊等です。

　神病棟）を経由しての措置が１名、在宅からの措置が５名となっています。また、

　地域別では４名が横須賀市児童相談所からの入所であり、５名が県域からの入所で

　　横須賀市にある民間障害者支援施設の改築にあたり、行動障害のある男性利用者

　を２ヵ月間程度受け入れてもらえないかとの依頼があり、丁寧な調整を行った上で

　　在宅支援である短期入所（１泊以上の利用）については、今年度の実績が３,１８１

　日と昨年度（平成２５年度）の実績２,５５３日に対して６２8日、約２５％の増加で、

　加しているなかで、今年度は１,２５４件で、昨年度（２５年度）１,２６１件からは、

　ニーズに対応して利用が増えています。

　　今年度も横須賀市を中心に受入体制の充実に努め、横須賀・三浦圏域の中での在宅

　支援の拠点的な役割を果たせています。利用理由としては介護者（家族)の高齢化に

　伴うレスパイトや介護者の入院等によるものが多くなっています。

　　日中一時（泊を伴わない利用）については、横須賀・三浦圏域での実施事業所が増

  児童養護施設からの措置変更児童（措置）が３名、児童養護施設から病院（小児精
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(4)　利用者支援について

①　食事について

　の利用者が１３名と多くなっていますが、３寮は５回の入院がすべて同じ利用者で、

　最終的に移動盲腸虫垂炎ということが判明し、手術を行っています。

　年度は、３６名の入院者については、１名を除いては湘南病院ですべて受け入れて

  　入院患者の内訳は８名が肺炎に罹患したほか、嚥下の検査入院等が２名、卵巣腫

　しています。歯科医師・歯科衛生士の視点（摂食・嚥下、口腔ケア）、理学療法士

　　食形態については、普通食・一口大・きざみ・超きざみ・ミキサー食・ソフト食

　理学療法士・管理栄養士で「摂食嚥下チーム」として週に２回程度、昼食時に、各

　し、寮と厨房（エリアマネージャーや現場マネージャーを含めて）との連携を図り

  こととしました。

  瘍の手術や大のポリープ切除術を行なった者もいました。５・６寮の高齢・病弱寮

  います。

　　食事については、保健食生活委員会のなかの食生活グループ会議を月に１回開催

②　医療体制について

    医療については、社会福祉法人湘南福祉協会に業務委託し、湘南病院との連携の

  中で「三浦しらとり園診療所」の運営を行っています。

    週８コマ（１コマは午前または午後）の歯科及び４コマの精神科をはじめ、内科、

　寮を回り、また、その状況をふまえ月に１回自立訓練室で検討会を開催することと

　丁寧な意思疎通を図るようにしています。また、「誕生日リクエストメニュー」を

　開始し利用者からの要望に応え、栄養士が直接、寮に赴いて利用者から話を聞き給

　食の改善に生かしていく取り組みを進めています。

  外科、耳鼻科、脳神経外科、婦人科の診療をおこない、当園の医療を担っています。

  看護師（准も含む）は６名、歯科衛生士１名、事務１名の体制で、利用者の健康管

  理については、内科検診、歯科検診、尿検診、耳鼻科検診等を実施しています。今

　の６種類で利用者の状態によって、より適切な食事を提供できるようにしているほ

　か、低脂肪食や減塩食、糖尿病食、アレルギー食にも対応しています。さらに２５

　年２月より、各寮利用者の摂食・嚥下状態の確認のため、歯科医師・歯科衛生士・

　の視点（食事姿勢等）、管理栄養士の視点（栄養ケアマネジメントや食事形態）か

　ら意見を出し合い、個々の利用者が安全に食事ができるような支援につなげる試み

  を継続しています。また、清和会の各施設の食事の質の向上を図るために年に数回、

  清和会の栄養士が集まり栄養担当者会議を引き続き開催しています。

    今年度の１０月からは、選択食の実施方法を、従来食数を利用者数の約半数ずつ

  提供していたのを改善し、事前に利用者の希望を聞いた上で、その食数を提供する
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    リハビリテーション体制については、１３名の利用者について理学療法士を中心

　す。

　お招きした講座は参加者が２６０名と過去最大のものになりました。

　　さらに、地域の他施設や学校、関係機関等からの行動障害に対する相談を積極的

　に受け、専門的な助言や支援を行っています。

　　平成２６年度の事業対象者は３名、準事業対象者は５名ですが、専門的なスキル

　に基づく直接支援やカンファレンス等を通して職員に対する助言を行っており、個

　別の課題についても相談ケースという位置付けで相談に応じています。

　　また、園内向けの学習会の開催や外部アドバイザーを招いて園内職員対象の事例

　検討会や実践報告会を実施しました。

　にリハビリテーション体制（加算）をとっていましたが、平成２６年１２月から新

　　当園では、神奈川県の実施する事業として、一般の民間施設では入所が難しい著

　歩行活動を中心とした運動グループ、手工芸や陶芸、教材課題や、園内歩行、マッ

　サージ、リラクゼーションを中心とした園内活動を行うグループ、生活上のスキル

　を獲得させ作業活動や外出を行う自立訓練グループがあり、それぞれ利用者の適性

  利用者については、園で要綱を定め、準事業対象者として支援プログラム等の検討

  たに７名を対象として、２０名の利用者に対して、専門的な機能訓練を行っていま

　を評価してふさわしい活動を提供しています。

  しい行動障害などを示す知的障害児者に対して、「神奈川県強度行動障害対策生活

④　強度行動障害支援専門員について

③　日中活動（生活介護・自立訓練）について

　　当園の日中活動は、生活介護と自立訓練で９グループに分かれ、主に自閉症の利

　用者を中心として個別課題に取り組むスキルグループ、園外での長・中・短距離の

　　さらに、横須賀・三浦地域の施設職員や学校関係者等の支援技術向上のための公

  支援事業」の対象者として支援を行っています。県事業対象者以外に支援の必要な

  を行っています。

　フィードバックを行いました。

　開講座を４回開催しました。その中でも自閉症当事者でもある作家の東田直樹氏を

　　今年度は、他施設や在宅の行動障害のある方を評価目的で受け入れ、それぞれ
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⑤　心理職の活動について

　います。また、対応の難しい利用者の支援を組み立てる目的でＴＴＡＰ（アセスメ

　ント）を実施しました。さらに、ソーシャル・スキル・トレーニング(ＳＳＴ)やセ

　カンドステップ（いじめ等防止のための教育プログラム）を取り入入れた心理支援

　の対応をしています。誤与薬では、落薬が１６件と多く、引き続き注意喚起を図っ

　ていきます。

⑥　リスクマネジメントについて

　　リスクマネジメントについては、リスクマネジメント委員会を中心にヒヤリハッ

　ト報告書の活用を継続し、併せて事故報告及び苦情受付等を行っています。　　　　

　　今年度は１,５７４件のヒヤリハット報告書が提出されており、毎月約１３０件の

　機会を提供し、学んだことを用いて日常の問題解決につなげることができるように

　なった事例もあります。

　職員が感じていることや効果的な対応方法などを共有し成果をあげています。

　のが１件の計５件がありました。内容としては、ご家族からのトイレの改修に関す

　　心理職としては、園内利用者の個別面接や個別支援、行動観察等を行って行って

　を行いました。

　　ＳＳＴは、グループと個別に分けて実施し、グループでは、児童が自分の苦手な

　者の高齢化が進行する中で見守りの意識を強化するよう職員にに対し、セクション

　　また、寮の床を柔らかな素材のものに貼替えたり、居室にカーペットを敷くなど

　ところに気付き、自分が身につけたいスキルを意識して取り組むことが出来ました。

　グループに参加することが難しい児童に対しては個別で実施し、落ち着いた環境の

　中で、じっくりとロールプレイに取り組むことが出来ました。

　　セカンドステップでは、他者の気持ちや考えを相手に伝えることなどを練習する

　　また、関わりの難しい利用者に対応する中で、職員がストレスを抱えたり悩んで

　しまうことも多く、グループでの利用者支援に対する話し合いを心理職が設定して、

　報告書が提出されています。前年度の１，７７２件に比べ約１１％の減となってい

　ます。

　　内容的には、打撲や骨折、裂傷などの外傷が３５件、落薬などの誤与薬が２８件

　と、昨年度に比べて外傷が増えています。骨折等は、転倒によるものが多く、利用

　る要望や近隣の方からの雨水の排水口からの騒音、グランドのフェンス沿いのポー

　ルが傾いているとの苦情、園の診療所の利用がしにくくなったというものなどがあ

　り、それぞれ適切に対応し解決を図っています。

　ます。一方事故報告については今年度６８件あり、昨年度の６２件からは増えてい

　毎に毎月「リスクマネジメント便り」を作成するなどし、周知を図っています。

　　苦情については、ご家族から２件、近隣の方より２件、事業所が市に連絡したも
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⑦　家族との連携について

　に罹患したのを皮切りに、７名の児童及び１名の職員が罹患して寮閉鎖としました

　鎖としましたが１月１４に解除しています。その後は、職員や１寮児童、４寮女子

　い、日頃の支援の一端を示すことができ、わかりやすく日ごろの支援がよくわかっ

　たとお褒めの言葉をいただきました。また、平成２７年２月の園内実践報告会では

⑧ インフルエンザ等感染症について

　　なお、今年度はノロウイルスによる感染者は発生しませんでした。

　に周知を図るとともに改善すべき点は迅速に対応するなど取り組んでいます。

　に帰宅や面会、来電などの際には併せて情報交換を行うよう心掛けています。

　を伺い、必要があれば訂正していくなどのやりとりを重ねるなかで、支援計画に

　者が自宅より帰園しインフルエンザに罹患し、その後６名の利用者が罹患して寮閉

　　ご家族に対しては、利用者の個別支援計画について丁寧に説明し様々な要望等

　しての報告や情報発信を行い、行事等の機会も活用しながら連携を図っています。

　また、毎年、「家族アンケート」を実施し、園に対する意見や要望を伺い園全体

 うな事態は初めての経験でした。

　対する同意を得るよう努めています。また、互いによりよい関わりができるよう

　が平成２７年１月５日に解除しています。また、１月３日に３寮（男子寮）の利用

　ご家族も招いて開催し、３つの支援困難事例へのきめ細かな取り組みに対し、大変

   インフルエンザについては従来は１１月、１２月からインフルエンザに罹患する

 利用者が出てきていましたが、昨シーズンは流行時期が遅く２月に児童課の利用児

 １名が罹患した後、３月後半に入って７寮職員がインフルエンザＡに罹患したのを

 皮切りに、７寮利用者１３名が次々と発症し、３月２９日に寮閉鎖を行っています。

 そのため今年度の４月７日に寮閉鎖解除とするまでの７日間、始まりが遅かったた

 めに年度をまたいで発症者がいるという事態になりました。当園としては、このよ

　　また、今年度の１２月２８日に、自宅より帰園した２寮の児童がインフルエンザ

　参考になった、職員の努力が理解できた等、好評を得ています。

　が罹患するも拡大せずに終息しました。

　　隔月で開催されている家族会には、毎回５０数名のご家族の参加があり、園と

　　今年度の家族会では、８月に職員３名のチームにより利用者支援の実践報告を行

-  7  -



⑨　防災対策について

(5)　人権擁護に対する取り組みについて

①  成年後見人の状況について

②　オンブズパーソン活動についてについて

③　人権研修の実施について

　交換を行う「話そう会」への参加、生活寮の視察、家族との交流等を行っていま

　　オンブズパーソンとして園に対する助言をいただき、実際には活動日以外にも

　　今年度上半期で、公式には９回来園いただき、利用者との面接や利用者の意見

　り充分な役割を期待できないことなどから第三者後見等が必要な方が増えており、

　　今年度については、生活課の利用者については３名を除いて全員が成年後見人

  制度による選任が完了しています。ほとんどは親族後見ですが、金銭管理は弁

　護士、身上監護は家族というような役割分担をする例も４名出てきており、社会

　福祉士や司法書士、行政書士、弁護士といった第三者後見が選任されている利用

　者、家族等と積極的に関わっていただきました。

　　毎月１回の避難訓練を行っていますが、１０月に２回、１２月にも２回の訓練を

　実施し、計１４回の避難訓練を行っています。内容としては、火災避難訓練・地震

　想定訓練・夜間想定訓練・通報訓練等を実施しています。

　が発生しても直接の影響は及ばないと考えられるので、対応としては念のため防災

　行政無線の情報を確認しながら１階の利用者が２階に上がる避難が適切であるとい

　っています。

　う横須賀市からの助言をいただいています。また、ＢＣＰ（事業継続計画）につい

　ては、今年度に県から示されたワークシートを参考に来年度に見直しを行うことと

　者は１５名で１８％となっています。課題としては、児童課で生活する成人利用

　者（加齢児）の後見人の選任を進めていくこと、後見人である家族が高齢等によ

　す。

　　１０月２１日に園内の人権委員による園内研修を行った後、３１日には聖セシ

　しても状況をみて福祉事務所等と連携して手続きを促進していくことが必要とな

　家族会でも社会福祉士を招いて研修を実施するなど努力しているところ、当園と

　様々な行事等に参加いただき、そうした場で自然なふれあいの中で、児童、利用

　行い、知的障害福祉協会主催の人権研修にも参加させています。

　リア女子短期大学准教授の平本譲講師を招き職員による障害者虐待防止をテーマ

　しています。

　　新採用職員全員に、当園の人権に対する取り組みやマニュアルに関する研修を

　に研修を行いました。

　　地震訓練では津波を想定し、１階利用者が２階に避難しています。津波の対応と

　しては、当園は標高１７メートルであり、地域に最大級の津波（９～１０メートル）
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④　人権委員会の開催について

(1)　研修（人材育成）について

(2)　実習生について

(3)　ボランティアについて

　う他、「施設ケアとリスクマネジメント」「アセスメントから始める自閉症支援」

　などを計　　回開催し、園内からも多数の職員が参加しました。

行っています。研修生については、神奈川歯科大学及び神奈川歯科大短期大学か

ら計１４回で実人員１１２名、延日数１３４日の受け入れを行っています。

　ンターに依頼し、再開しています。

 　３　研修・実習・ボランティア等の状況について

　実習生については保育士実習は、２３校で、実人数３９名、延日数４５４日の

る研修などを丁寧に実施しています。

　　人権委員会を開催し、人権アンケート部会において当園の支援部職員全員に対

　　ボランティアについては、日中活動・環境整備・ 縫製・通学付添

　や「アンガーマネジメント-自分とストレスと上手につきあうために-」などを行

　公開基礎講座としては、外部講師を招き「自閉症の障害特性に関する基礎研修」

　家族に対するアンケートを実施し、意見等を今後の施設運営や利用者支援に反映

　た取り組みの進行管理を確実に行っていくこととしました。

　す。

　  昨年度は、小学校への通学ボランティアは小学生が１名となってしまったことか

　ら活動を休止していましたが、今年度は通学児童の人数も増え北下浦ボランティアセ

受入を行い、また社会福祉士実習は２校より実人数２名、延日数４８日の受入を

　して　職員自己評価アンケートを実施しました。結果について整理した上で周知

　し、支援の振り返りを行っています。また、長期利用者及び短期入所利用者のご

  園内での研修としては新採用職員を主な対象としたハイムリック法やＡＥＤ研修、

吸引ノズル研修、感染症などの緊急時の対応研修の他、感染症等や口腔ケアに関す

　させていくこととしています。さらに、身体拘束部会では、身体拘束ゼロに向け

　・利用者支援・余暇支援等６分野で延１,０１７名の方に活動していただきました。

　一昨年度は８８園芸会、昨年度はふよう会・東中里紫重会、今年度については、

　二・三の会とつくし会の２団体が神奈川県社会福祉協議会会長表彰を受賞していま
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(1)　コンピューターシステムについて

(2)　職員に対する腰痛研修の実施について

(3)　洗濯業務について

という位置付けで１０月に開催しています。２７年１月には「新春の集い」に利用者・

職員・家族が参加して楽しみました。

　夏休み期間には、当園の児童課利用者３名が「鎌倉わかみや」「鎌倉由比」「鎌倉清

ステムプロジェクトチームを中心に研修を行いながら取り組みました。

　記録のシステムとして総合ソフト「ミスヘルパー」を導入していますが、昨年度

　さらに、「会議室等の予約表」「公用車の予約表」等も新たに作成し、園内のシ

　昨年度は、社会福祉法人神奈川厚生協会　貴峯荘ワークピアに洗濯業務を委託

　安全衛生委員会において、当法人の理学療法士を講師に、７月と１０月の２回

していましたが、今年度から社会福祉法人清光会の清光園に委託しています。

から日誌等の情報共有等には「ファイルメーカー」を導入し試行してきています。

 　４　社会福祉法人清和会の他施設との交流について

　また、今年は当園の児童課利用者が、法人のグループホームにはじめて移行することが

倉花火納涼祭 バザー（鎌倉清和由比）、８月の清和納涼祭（センター）、１０月の清

和体育祭の他、昨年度からオープンデーを「しらとり祭」に名称変更し、法人全体行事

和由比（特別養護老人ホーム）」での実習を行い、「鎌倉清和園」で宿泊体験をするなど、

児童の将来に向けた有益な取り組みができました。

　今年度については、４月の清和祭バザー（障害者支援センター鎌倉清和）、７月の鎌

出来ました。

具体的には「園内予定表」「日誌」「夜間連絡票」「おしらせ」のデータベースに

ついて園内ＬＡＮで共有しており、今年度はリスクマネジメント委員会と協働しな

がら「インシデント報告書」「事故報告書」「入院報告書」などの作成を行いまし

腰痛研修を開催しました。

た。

 　５　その他
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　平成２６年10月に発生した台風１８号、１９号の影響により、居住棟北棟及び南棟に

を立ち上げ、指定管理後の進捗状況の確認等を行っています。

話し合っていく必要がある」と整理されています。

　当園の今後のあり方については、建物の老朽化なども視野に入れ慎重に協議・検討

を行っていく必要があり、園内では「三浦しらとり園中・長期計画策定プロジェクト」

　平成２６年１月には報告書が出されましたが、当園は①民間施設では対応困難な重

され、法人としても傍聴をするなど関心を持って経過を追ってきました。

　ただし、「当園は横須賀市（中核市）に立地し、利用者の多くが横須賀市の利用者

であり、障害福祉サービス事業所の指定権限が中核市に移行していること、また、横

度重複等の知的障害児・者を受け入れ　②診療所を併設し、医療的ケアが必要な利用

者に対応し　③短期入所事業などにより地域生活支援に積極的に取り組み④近隣の民

間施設へのバックアップ機能を担っている、等の理由により、「県立指定管理施設と

して存続することが望ましい。」と記載されています。

須賀市が児童相談所設置市であることを踏まえて、今後の園のあり方については市と

 　６　県立障害福祉施設あり方検討委員会の動向について

　平成２５年５月より、県立施設及び措定管理施設に対するあり方検討委員会が開催

 　７　施設整備老朽化等への対応について

数カ所の雨漏りが発生したことから、２７年１月から居住棟屋上の防水工事を実施し、

３月に完了しました。

　居室については、居住性の向上やプライバシーの確保の観点から、２カ所大規模な改

修を行いました。２６年８月には地域の他施設の改修工事に伴い強度行動障害者の受入

た。

のために7寮の４人部屋居室に間仕切り塗装を施し、純子室として整備しました。

　また３月には、8寮の４人部屋居室を転倒防止居住性向上のため、床材のクッション

性の高いものへの変更、壁紙の更新棟を実施しました。

　この他転倒した際の衝撃緩和のため、各寮の居室やデイルームのフローリングの更新

や低床の電動ギャッジアップベッドの導入等も順次必要性の高いところから実施しまし
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ア　児童課(40名定員）

イ　生活課(88名定員）

ア　児童課

(一時保護）

(単位：人)

７月 ８月 ９月 １０月１１月

29 30 32 32 32

１２月 １月 ３月

30 32 32 32

2 0 2 0 0

２月

１　利用者の状況　

(1)月別入退所状況

(単位：人)

32

４月 ５月 ６月

入所

月末在籍 28

初日在籍 26 28 29 30 29 29 29

32 30

0 1 2 0 0 0 2

退所 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 4

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月 １２月 １月 ２月 ３月

28 30 29 29

初日在籍 83 83 83 83 83 83 83 83 83 83 83 83

入所 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

退所 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

月末在籍 83 83 83 83 83 83 83 83 83 83 83 83

(入所) (単位：人)

児相 県域 政令・中核・その他
計

性別 中央 平塚 鎌三 小田原 厚木 小計 横浜 川崎 横須賀 相模原 県外 小計

男 3 3 0 3

女 1 1 2 4 4 6
計 3 0 1 0 1 5 0 0 4 0 0 4 9

(退所) (単位：人)

児相 県域 政令・中核・その他
計

性別 中央 平塚 鎌三 小田原 厚木 小計 横浜 川崎 横須賀 相模原 県外 小計

男 1 1 2 1 1 3

女 2 2 0 2
計 2 1 0 1 0 4 0 0 1 0 0 1 5

(単位：人／日)

児相 県域 政令・中核・その他
計

性別 中央 平塚 鎌三 小田原 厚木 小計 横浜 川崎 横須賀 相模原 県外 小計

男
実人員 1 1 1 3 3 3 6
延日数 12 11 5 28 40 40 68

女
実人員 1 1 1 1 2
延日数 20 20 31 31 51

計
実人員 1 0 1 0 2 4 0 0 4 0 0 4 8
延日数 12 0 11 0 25 48 0 0 71 0 0 71 119

(2)入退所の状況
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イ　生活課

ア　入所

イ　退所

(入所) (単位：人)
行政機関

横須賀市 鎌倉市 逗子市 三浦市 葉山町 計
性別

男 0
女 0

計 0 0 0 0 0 0

(退所) (単位：人)
行政機関

横須賀市 鎌倉市 逗子市 三浦市 葉山町 計
性別

男 0

(3)年度別経路別入退所の状況

女 0
計 0 0 0 0 0 0

(単位：人)

経路
21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

児童 成人 児童 成人 児童 成人 児童 成人 児童 成人 児童 成人

在宅 (学齢) 4 4 3 5 2 1 5

在宅 (無職) 1

在宅 (作業所)

在宅 (就労)

在宅(ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ)

通所施設

入所施設 1 1 3 1 1 4 3

ケアホーム

グループホーム

病院 1

その他

計 4 1 5 0 4 3 6 0 3 5 8 0

(単位：人)

経路

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

児童 成人 児童 成人 児童 成人 児童 成人 児童 成人 児童 成人

在宅(学齢) 2 1 3 1 1

在宅(無職) 1

在宅(作業所) 1

在宅(就労) 1

在宅(ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ)

通所施設

入所施設 1 1 3 5 1 1 4 2

ケアホーム 3 1 1
グループ
ホーム

1 2 2

老人ホーム 1 1 2 2

病院 1

その他 5 1 1 2

計 5 7 6 2 7 2 4 4 8 5 5 0
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(単位：人)
ア　市町村別入所状況（児童）

鎌
倉
市

三
浦
市

逗
子
市

葉
山
町

藤
沢
市

大
和
市

茅
ヶ

崎
市

座
間
市

厚
木
市

中
郡
二
宮
町

南
足
柄
市

小
計

横
浜
市

川
崎
市

相
模
原
市

県
外

(4)市町村別入所者の状況

横
須
賀
市

女 1 0 1 0 0 2 1 0 1 1 1 8 0 0 6

男 1 0 0 0 1 1 2 1 0 0 0 6 2 0 9 15

7 15

計 2 0 1 0 1 3 3 1 1 1 1 14 2 0 11 0 3 30

0 2

0 1
内訳

5

16

イ　市町村別入所状況（成人）
(単位：人)

市町村 政令・中核・その他

合
計

鎌
倉
市

三
浦
市

逗
子
市

葉
山
町

藤
沢
市

茅
ヶ

崎
市

秦
野
市

湯
河
原
町

小
計

横
浜
市

川
崎
市

横
須
賀
市

相
模
原
市

県
外

小
計

内
訳

男 1 4 2 2 0 0 0 1 10 3 3 30 0 0 36 46

女 3 6 2 1 1 0 0 0 13 3 3 18 0 0 24 37

計 4 10 4 3 1 0 0 1 23 6 6 48 0 0 60 83

ア　児童相談所別状況（児童） (単位：人)

児童相談所別 政令・中核・その他

合
計

中
央

平
塚

鎌
三

小
田
原

厚
木

小
計

横
浜
市

川
崎
市

横
須
賀
市

相
模
原
市

県
外

小
計

内訳

男 6 1 1 0 0 8 0 0 7 0 0 7 15

女 4 1 2 1 1 9 0 0 6 0 0 6 15

計 10 2 3 1 1 17 0 0 13 0 0 13 30

0 24 37

イ　圏域別状況（成人） (単位：人)

　　

障害保健福祉圏域別 政令・中核・その他

合
計

横
須
賀
三
浦

湘
南
東

湘
南
西

県
央

県
西

小
計

横
浜
市

川
崎
市

横
須
賀
市

相
模
原
市

県
外

小
計

女 12 1 0 0 0 13 3 3 18 0

計 21 1 0 0 1 23 6 6 48 0 0 60 83

(5)児童相談所（圏域）別入所者の状況

内訳

男 9 0 0 0 1 10 3 3 30 0 0 36 46

市町村 政令・中核・その他

合
計小

計
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※　措置児童で認定区分審査を受けていない児童を除く

(単位：人)

計 30
0 0 0 1 2 0

ア　児童課

　　　　年齢
性別 計

男 15

２　入所者の年齢別・性別等の契約状況

0

(1)年齢別・性別の状況

1

男 女 全体
平均年齢 18歳7月 14歳11月 16歳9月
最年少 7歳11月 6歳7月
最高齢 38歳1月 22歳6月

イ　生活課 (単位：人)

　　　　年齢
性別 ～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～ 計

男 0 2 6 20 12 5 1 46
女 0 2 5 10 14 4 2 37
計 0 4 11 30 26 9 3 83

男 女 全体
平均年齢 48歳2月 49歳3月 48歳7月
最年少 25歳1月 24歳6月
最高齢 73歳6月 72歳10月

(2)在所期間の状況

ア　児童課
　　　　期間
性別 ～0 1～2 3～4 5～9 10～14 15～ 計

平均在
所期間

男 3 3 1 1 4 3 15 8年2月

(単位：人)

女 6 3 3 2 0 1 15 3年8月
計 9 6 4 3 4 4 30 5年11月

イ　生活課

　　　　期間
性別 ～0 1～2 3～4 5～9 10～14 15～ 計

平均在
所期間

男 0 2 3 1 4 36 46 20年10月

(単位：人)

女 0 2 0 0 8 27 37 21年0月
計 0 4 3 1 12 63 83 20年11月

ア　児童課
障害区分

6 5 4 3 2 1 計
平均障害
程度区分性別

男 4 0 0 0 0 0 4 6.00

(単位：人)

(単位：人)

女 0 1 0 0 0 0 1 5.00
計 4 1 0 0 0 0 5 5.80

6 5 4 3 2 1 計
平均障害
程度区分性別

男 34 11 1 0 0 0 46 5.72
女 34 3 0 0 0 0 37 5.92
計 68 14 1 0 0 0 83 5.81

2 3

1

(3)障害程度区分の状況

0 1 2 0 1
3

6

18

4

～6

0
1
1

7 8 9 10

イ　生活課

19以上

4
1

障害区分

11 12 13

1 1 0 0 0 2 0
5

1714 15

1

3 5
0 0 1

2 3
女 15

1
1

16
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ア　契約者数

１　地域サービス事業の状況

(ア)児童

　
性別

横須賀市 鎌倉市 逗子市 三浦市 葉山町 藤沢市 その他 計

男 13 2 3 2 0 0 0 20

女 5 0 2 1 0 0 0 8

計 18 2 5 3 0 0 0 28

(イ)成人 (単位：人)

　
性別

横須賀市 鎌倉市 逗子市 三浦市 葉山町 藤沢市 その他 計

男 35 2 3 2 2 2 1 47

女 20 3 4 7 1 1 0 36

計 55 5 7 9 3 3 1 83

イ　短期入所の状況

(ア)児童 (単位：人)

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

男

実人員 6 7 4 5 7 4 4 7 9 7 7 7 74

延件数 9 9 6 5 9 5 6 9 14 9 11 9 101

延日数 20 21 15 11 24 12 14 23 55 64 53 39 351

女

実人員 0 2 2 4 6 2 2 4 3 1 3 2 31

延件数 0 3 2 6 8

延日数 20 27

3 3 4 3 2 4 4 42

延日数 0 6 4 12 17 6 6 9 8 3 6 7 84

6 9 13 6 6 11 12実人員 6 9 8 10 9 105

延件数 9 12 8 11 17 8 9 13 17 11 15 13 143

延日数 112 122

19 23 41 18 20 32 63 67 59 46 435

＊生活課利用を含む

(イ)成人 (単位：人)

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

計

27 21 27 27 302
延件数 35 38 37 39 43 39 39 38 38 31 44 43 464

1595

女

実人員 14 16 16 19 17 17 17 15 16 15 16 19 197

延件数 21 38 34 32 34

男

実人員 22 24 26 25 26 26 25 26

43 42 41 43 36 43 46

124 130 143 142 151 149 133 110 142 137

32 30 28 27 24 24 31

236 218 197 216 224 2746延日数 193 243

355

延日数 81 121 106 105 115 107 96 87 85 87 74 87 1151

55 68 74 819

499

計

実人員 36 40 42 44 43

延件数 56 76 71 71 77 71 69 66 65

230 235 258 249 247

(1)短期入所

Ⅱ　利用者の支援

(単位：人)
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(2)通所(自立訓練(生活訓練)を含む）の状況

13名の利用者が、月曜日から金曜日までの毎日、家族の送迎で通所しています。

ア　契約者数の状況 (単位：人)

　

 

横須賀市 鎌倉市 逗子市 三浦市 葉山町 藤沢市 その他 計

男 9(0) 0 0 0 1(0) 0 0 10(0)

女 3(0) 0 0 0 0 0 0 3(0)

計 12(0) 0 0 0 1(0) 0 0 13(0)

( )は、自立訓練(生活訓練)で外数

イ　利用実績 (単位：人)

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

男

実人員
10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 120
(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

延日数
196 182 183 190 185 181 198 161 174 167 164 195 2176
(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

女

実人員
3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 36

(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

延日数
63 58 62 63 58 59 62 53 56 48 54 61 697
(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

計

実人員
13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 156
(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

延日数
259 240 245 253 243 240 260 214 230 215 218 256 2873
(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

21 23 21 25 21 14 22 18 260

( )は、自立訓練(生活訓練)で外数

(3)日中一時支援事業の状況

ア　児童 (単位：人)

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

20 18 22 29 26 25 29 23 20 24 29 286

男
実人員 9 10 6 10 9 10 8 10 8 6 8 5 99
延件数 23 24 18 30

97

計
実人員 17 17 13 18 17 19 17 20 17 13 17 14

女
実人員 8 7 7 8 8 9 9 10 9 7 9 9 100
延件数 21

１月 ２月 ３月

199
延件数 44 44 36 52 50 49 46 54 44 34 46 47 546

イ　成人 (単位：人)

計

314
9 100

４月 ５月
11

６月 ７月 ８月 ９月 １０月

15

8

197

女

計
16 19

33 31 36 38 394
13 16

31 35

１１月 １２月

18実人員

31

＊生活課利用を含む

70873延件数 52 52 56 58 54

9 10
29 29 32

6 9 9

5468
15 15 19 14

59

延件数

17

8

7 7 6 8
27 24 30 23 23 27 21 23延件数 23 27

35 38 29 33

男
実人員 7 9 6 8 879

10 8 108

56 59 67

実人員

20
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Ⅲ　支援の実施状況

イ　６寮(成人女性寮)

ア １寮(児童男子寮)

１　施設入所支援の状況

ア　５寮(成人男性寮)
　５寮は、現在１４名の生活全般にわたり介助が必要な高齢・病弱な利用者の方が多い生活
寮です。てんかん発作現在９名や転倒による怪我を防ぐ為、寮内環境整備の一環として寮内
の一部をクッションフロアーにしたり、低床ベッドを１台導入する等の対応をしてきまし
た。引き続き安心安全の視点に加え快適な生活空間の提供をめざしていきます。また、感染
症等に対する支援としては、日々の身体状況の変化を充分観察する事を基本に、寮内の清
掃・消毒・換気・室温・加湿等に配慮しながら、園内の感染症情報を基に日中活動を含めた
外部との接触に配慮をする事で、感染症者の拡散防止に努めて参りました。
　園内外の高齢者支援分野研修と共に、寮内でのOJT制度（職場内訓練制度）等も活用しなが
ら人材育成に努めています。

  現在小学４年生から高校３年生までの１４名の児童、１８歳以上の過齢児１名の利用者が
生活しております。今年度は５名の利用者が入所され、児童養護施設や医療機関からの措置
変更や在宅からの移行と入所に至った経緯は様々です。
  今年度は高校３年生は５名在籍し、老人介護施設に就労し地域のGHに生活、生活介護施設
入所で３月末でしらとり園を退所されました。他２名は就労先は決まりましたが、居住地が
決まらず措置延長、１名もしらとり園の日中活動を行ないながら居住地を探していきます。
今後も児童相談所と障害福祉課等の関係機関と連携を取っていきながら、引き続き居住地を
探していきます。
  今年度は寮内整備でたんぽぽ部屋のフローリング、寮内シャワー室の浴槽交換を行ないま
した。また余暇の充実を図るため、利用者の希望に沿って中華街や八景島の外出や初めての
取り組みとして全利用者で津久井浜へイチゴ狩りに行き、子ども達の喜ぶ事を企画してきま
した。

イ 2寮(児童女子寮)

　６寮は現在１３名の利用者が生活しています。加齢に伴い生活全般にわたり介助の必要な
方が生活されています。車椅子利用者７名、歩行不安定者が多数いる中、診療所、理学療法
士との連携をとり機能維持に努めています。
　利用者の日々の体調変化を見逃さないよう一日３回の検温を実施し、感染症予防のため
床、手すりなどの消毒をこまめにするなど疾病予防に配慮しています。６寮棟及び居室の施
錠を解放し、利用者の状況に応じて、風通しの良い環境を提供した支援を行っております。
夜間のベッド柵（４点の身体拘束）については、６寮会議で利用者の安全を第一に検討を行
い、状況に応じて解放に取り組んでいます。
　食事に関しては、個々に応じた食形態の状況を栄養士と相談し、嚥下についても医師から
のアドバイスを伺いながら事故の無いよう支援に心掛けています。

(1)児童課の状況

(２)生活第一課の状況

  現在、小学1年生から高校３年生まで１２名の児童が、近隣小中学校の特別支援学級や養護
学校に通学しています。また１８歳以上の加齢児4名の利用者も共に生活しています。
　今期、高校3年生の児童については、卒業後の住まいの場所をグループホームに移し、福祉
サービスを受けながら地域での生活をスタートさせました。また、中学３年生の児童１名に
ついては、家庭復帰を経て生まれ育った地域での高校生活をスタートさせました。
  現在の1寮は、重度の知的障害と自閉症などの発達障害を併せ持つ方と、中・軽度等の知的
障害を持つ方で様々な発達障害等を併せ持つ児童が混在しています。そのうち、中・軽度の
知的障害を持つ方々については、従来の支援方法では困難な場面も生じるなど、支援方法に
は高度な専門性が求められ、制度や支援の狭間にある児童への包括的な支援の必要性も出て
きています。そういった多岐に渡るニーズにも対応できるように、職員は日々研鑽を積んで
いるところです。
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　強い拘りや他害傾向等の行動障害を持つ12名の方が生活されています。日課や個別対応等の
環境調整をし、落ち着いて生活出来るように支援しています。身体拘束をとっている方が5名い
ます。日中の解錠に取り組み1か月1名2時間、1名20時間の短縮が出来ました。また、タイムア
ウトを行っている利用者も支援方法を見直すことで、拘束解除に向けて検討する段階に入りま
した。
　利用者の生活の幅を広げる為に一人ひとりにあった余暇を提供出来るようにしています。今
期はヴィラでお菓子作りを行った利用者もいます。ひとつひとつの工程を丁寧に行っている姿
が印象的でした。誤嚥防止や身体機能の向上に向けて、専門職員と連携を持って支援を行い、
支援の場面でも指導内容を取り入れ行っています。利用者の支援の向上には家族との連携も大
切です。家族との懇談会を年1回から3回に増やし、家族との関係性の向上に努めました。ま
た、ご家族から給食内容を知りたいと要望を受け、家族会後の昼食は給食の情報提供を行いま
した。帰宅中の食事についても栄養士と連携を持ち栄養面について家族と共に考える場を持ち
ました。
　一人ひとりの利用者の生活を高めていくには、職員の専門性の向上が必須です。行動障害に
関する研修に力を入れました。外部の専門の指導者のもと事例検討を行い、園内発表を行いま
した。利用者の理解と利用者らしい生活をどのように送っていけばよいのかを学び支援に活か
しました。また、日中活動と連携を持って日常動作の向上に取り組んだ事例を県の実践報告会
で発表しました。チームワークと利用者のストレングスを生かした支援の大切さを多く学びま
した。

 様々な特徴を持った３０代から７０代の方が１２名が生活しています。今期は３名入院者が出
てしまいました。入院の内容は様々ですが、加齢に伴い骨折等気をつけて行かなければいけな
い事が目に見えて増えてきています。一部では手すりの設置や床にクッション材のあるものへ
の張り替えをおこないました。寮職員は、状況に応じた対応が必要になります。常にホウレン
ソウを大切に安全な生活を提供できるよう努めました。又清潔な環境を保つために空気の入れ
替えや布団類の天日干し等を行いました。
　身体拘束については、２名の方の開錠に取り組みに成功しました。現在、別の１人の方の開
錠に取り組んでいる所ですが、まだ時間はかかりそうです。
　食事に関しては、嚥下が悪く刻み食の方が多くなっていますが、皆食べるのは大好きなので
園内の「摂食嚥下チーム」の助言や力を借り、今の状態を保っていきたいと思っています。
　余暇については、皆さんの活動の場を広げてられるよう内容を検討し、楽しい生活の活力の
助けになるように努めました。

　

　現在１６名の利用者が生活されています。園内を単独で移動されている方や常に転倒のリス
クを抱えている方、また、嚥下の機能が低下されている方や異食傾向の方など、様々な利用者
が在籍されています。日々の生活のなかでは余暇の充実、特に外出には力を入れています。今
期は横浜の遊園地への外出や衣類購入外出、昼食外出等を実施しました。安心安全を念頭に
様々な体験を通して、張りのある生活が送れることを目指しています。また、デイルームに畳
を設置して、様々な利用者のニーズに応じられるようにしました。一方で、転倒のリスクを抱
えた利用者が数名います。居室にクッション材を設置して、もしもの転倒に備える準備をしま
した。
　短期入所、日中一時については、様々な障害特性の利用者の方を、地域支援課と連携を図り
ながら受け入れています。

　現在は、強度行動障害対策事業の対象者２名を含む１６名の方が生活されています。利用者
の方の障害状況としては、重度の自閉症及び行動障害を呈する方が中心となっており、障害支
援区分の内訳としては、区分５の方が１名で、他は全て区分６の方となっています。
　人権擁護の推進といった課題に対しては、後見人の方の同意のもと実施している利用者の方
への身体拘束について、２月末に１名の方の拘束解除が出来ました。
　生活の質の向上といった課題に対しては、担当職員を中心に月一回の個別外出の実施や、個
別での外出が難しい方についても小グループでのドライブなど楽しみにつながるような機会を
確保しています。また、引き続き定期的に寮懇談会を実施し、利用者の方の生活に反映できる
よう、ご家族・後見人の方との情報交換を行っています。
　職員のチームワークといった課題に対しては、「利用者本位」の支援に向けて２つのチーム
を設定し、それぞれのチームのリーダーを中心に寮独自の支援シートに基づき専門職員との連
携を図りつつ多角的な視点での支援を行っています。また、昨年度に引き続き、園内実践報告
会で具体的なチーム支援について情報発信を行いました。
　８月下旬に改修工事を行った短期入所部屋では、新たに在宅の行動障害を呈する方の受入れ
を行いました。

(3)生活第２課の状況
ア　３寮(成人男性寮)

ウ　４寮(成人女性寮)

エ　８寮(成人女性寮)

イ　７寮(成人男性寮)
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２　生活介護・自立訓練(生活訓練)(日中一時支援事業利用者を含む)の状況

　日中活動の支援は、地域支援課活動支援班職員及び地域サービス班職員と各寮の職員で行って
います。また、支援にあたってはボランティアの協力をいただき、様々な活動に取り組んでいま
す。

(2)支援体制

(1)活動内容

(3)支援計画 

　日中活動において、創作的活動・作業訓練等により生じた作品は、バザー等で販売していま
す。作品販売等によって生じた作業収益金は、参加利用者の活動状況（活動日数や生産能力）に
応じ「作業報奨金」として年2回、利用者に還元しました。

(4)作業収益金 

　日中活動の支援方針・活動内容等の支援計画は、生活介護及び自立訓練アセスメントに基づい
て、寮担当者と協議の上、利用者個々の支援計画を作成し、支援計画の実施状況の把握は、日中
活動記録とともに、６ヶ月に１回以上モニタリング及び見直しを行いました。

　日中活動は各利用者の特性に応じて９つのグループを編成し、午前と午後に分けて実施しまし
た。
　日中活動の内容は、自立訓練・手工芸・スキルトレーニング・機能訓練・歩行・余暇等が主な
内容でした。機能訓練に関しては、理学療法士の指導、助言のもと連携して取り見ました。ま
た、ボランティアの協力により、陶芸・革工芸・フラワーアレンジメント・ダンス・フライング
ディスク活動等を定期的に行いました。

  三浦しらとり園の日中活動では、利用者が安心して楽しく充実した活動出来ることを目的とし、
主に月曜日から金曜日の日中に、創作的活動・機能訓練・社会生活訓練等、利用者に必要な支援を
行いました。
　また当園では、スムーズな日中活動を運営できるよう日中活動連絡調整会議を設け、日中活動に
おいて安心できる支援のため、日中活動で起きたヒヤリ・ハット（インシデント）について、日中
活動連絡調整会議で報告、検証し、日中活動担当職員と寮職員が連携し、より安全な日中活動を提
供するよう取り組みました。
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健康や機能維持のため運動が
必要で、集団や課題意識がある
程度あり、歩行能力もある程度
ある方。

将来ケアホーム等の地域移行
を目指して、それに見合った生
活・作業の訓練が必用な方。

利用者
男性:女

14:7

8:3

7:3

9:6

6:6

8:6

5:5

2:8

4:3

4

4

5

5

2

2

3

健康や機能維持のため運動が
必要であり、歩行能力はあるが
介助も必要である方。

健康や機能維持のため運動が
必要であり、補装具を使用して
いるか歩行能力はあるがほぼ一
対一の介助が必要な方。

集団の中での待機が難しく寮
で待機し、ピックアップで活動
を行う必要がある方。

半個室のブースが４つあり、
周囲の刺激の刺激に弱い方も含
めて室内の手作業を主に行い、
気分転換や脚力低下防止のため
の歩行などを行う必要のある方

環境や活動日課等に変更や周
囲からの刺激に弱く、こだわり
が強いなど見通しのもてる安定
した日課の提供が必要な方。

ある程度活動や環境の変化に
適応出来、手作業が可能で、多
くの運動量（５キロ程度）が必
要である方。

職員

2

3

グループ名 グループの特徴

こだわりは見られるが活動や
環境の変化に適応でき、手作業
が可能で、3.5～4キロ程度の運
動量が必要である方

静かな環境での作業を好み、手
作業を主に行うとともに運動も
ある程度確保する必要のある方

(5)グループ編成

スキル

長距離

中距離

短距離

園内活動２

園内活動３

園内活動４

自立訓練

園内活動１

地域への移行を目指して、自活
訓練棟（ヴィラしらとり）を利用
して、地域での生活に必要な生活
スキルの向上・社会体験等。

陶芸・革工芸・リサイクル作
業・製作活動

活動内容

構造化された作業環境や作業シ
ステムでの、教材課題を中心とし
た手作業。

午前：晴天時～園外歩行(５キロ)
　　　雨天時～室内作業
午後：教材課題中心の活動。
　　　缶つぶし等

午前：晴天時～園外歩行(３キロ)
      雨天時～室内作業・園内歩行
午後：園内歩行・ストレッチ・教材
      課題

園内（外）歩行・ストレッチ・
マッサージ・リラクゼーション
（スヌーズレン）・教材課題・音
楽等

園内歩行（車椅子での散策を含
む）・ストレッチ・マッサージ・
リラクゼーション（スヌーズレ
ン）・教材課題等

缶潰し・はがき作り、毛糸ほぐ
し・教材課題・ビーズ通し・歩
行・ストレッチ等

染物・毛糸ほぐし・ししゅう・
教材課題・ビーズ通し・はがき作
り・缶潰し・歩行・ストレッチ等

(単位：人)

午前：晴天時～園外歩行
　　　　　　　　　(3.5～4キロ)
　　　雨天時～体育館歩行
午後：教材課題を中心とした手作
　　　業。
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３　強度行動障害対策生活支援事業

(1）事業の内容

(2）事業対象者への支援

ア　園内における支援対象者数の状況

イ　支援の状況

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

1

7 12 10 10 10 2 13 10 6

1

7 2 12 3 16 2 9 2 13 2 23 1

0 0 15 2 12 0 22 3 10 0 27 2 2 0 22 2 0 0 23 0 2 0 29 1

3 3 2 1 1 1 2

1 3 2 1 1 3 1 1 1 1 2 2 2

1 7 1 4 5 1 5 3 6

2 1 1 4 1 1 1 3 2 2

7 1 0 10 5 0 5 5 4 0 5 7 3 0 1 7 1 0 7 7 0 0 2 8

男女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女男女 男 女男女 男 女男女 男 女

10 9 9 8 7 5

1 4

1 1 1 1 2 4 1 3 18 4

0 1 11 1 1 0 9 2 0 0 9 0 0 0 8 4 0 0 8 4 0 0 23 8

1 1 1

1 2 1 1 1 1

6 6 1 1 6 5 5

4 1 1 1 1 2

0 0 5 6 1 0 3 6 0 0 0 3 0 1 2 7 0 0 2 6 0 0 3 5

  特に支援の難しい知的障害児者に対しては、強度行動障害対策生活支援事業の対象者として支
援をしています。県事業対象以外に支援が必要な利用者については、三浦しらとり園独自に要綱
を定め、準事業ケースとして支援プログラム等の検討を行っています。その他、個別の課題につ
いては相談という形で支援を行っています。
　 横須賀三浦地域の障害特性に関する知識と支援技術の向上のために、園内の研修計画に位置づ
け公開講座や事例研究会を実施しています。また、他施設及び学校、関係機関等からの行動障害
に関する相談に対して、専門的な支援・助言を行っています。

1

準事業対象者 48 128

準事業対象者

6月

相談ケース

事業対象者

ケース
カンファレンス

個別支援

事業対象者

14 83

事業対象者

63

10

7

2 1 4

女

4月 5月

1月

成人
7月

15

  強度行動障害の状態にある障害児者が自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよ
う、適切な相談・生活支援を行うとともに、関係機関や家族及び地域との連携をとおして、障害
児者の生活を支えることを目指しています。

28

計 50 135

児童

計 3 1

3月

小計

児童 成人

個別支援

事業対象者

成人 児童

8月

準事業対象者

10月

児童 成人

1

0

事業対象者 1

ケース
カンファレンス

36 128

計 89 263

合計

在宅ケース

成人

11月 12月

9月

相談ケース

(単位：人)

対象者数

計児童 成人

男 女 男

3

80

相談ケース 1

在宅ケース 92

計 174

13

0

児童 成人 児童 成人 児童

(単位：人)

0 2

計

準事業対象者 1

85

日中活動協力 13 15 15 13 13

児童 成人

0

成人

3 16

準事業対象者 7 28

相談ケース

児童 成人 児童 成人

2月

169

成人 児童

日中活動協力

3 2

16

計

11 13 14 86

7

21

33

相談ケース 5 6

在宅ケース

1 1

在宅ケース 18

3 14

17

30

児童
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ア　相談件数(延べ件数)

イ 相談内容

(4）行動障害に関する研修及び研究
ア　研修

イ　事例検討会

4コンサルテーション

日時

第1回園内学習会
『自閉症の障害特性と氷山モデル』

当園強度行動障害対策事業担当 園内職員
６１名

園内・外部
５３名

法人
新採職員

2/19
～
3/3

全6回

10/15

公開講座
『アセスメントから始める自閉症支援』

発達障害相談・支援センター　KANAC
センター長　小林倫氏

2/20

当園強度行動障害対策事業担当

園内２１名
外部４２名
計６３名

5/22
平成２６年度新規採用職員研修
『自閉症の特性理解と強度行動障害対策事業につい
て』

家族

3

0

学校

1

0

計

法人
新採職員

5/19
公開基礎講座（第１部）
『自閉症の障害特性と構造化について』

15

1

参加者テーマ等 講　　師

3

行政機関

3

0

テーマ等 アドバイザー

10/31

公開講座
『 利用者への不適切なかかわりを防ぐために』
「セラピューティック・ホールド」研修会

参加者

当園強度行動障害対策事業担当 園内職員
３７名

第2回園内学習会
『アセスメントと構造化』

平成２７年度新規採用職員研修
『自閉症の特性理解と強度行動障害対策事業につい
て』

11/7
第１回助言に基づいた取り組みの中間報告と支援の見
直しの検討 同上

園内職員
１３名

2/17
上記助言に基づいた支援の実践報告会

同上
園内職員
２０名

社会福祉法人県央福祉会
やまと発達支援センターWANTS
センター長　宇山秀一氏

3/9
当園強度行動障害対策事業担当

日時

○ 地域の民間施設の改修工事に伴い、行動障害のある入所者1名について、工事期間中の受け入
れを実施しています。受け入れ中に、本人の特性と有効な支援方法の評価を行い、終了後に民間
施設へフィードバックしています。
○ 通所施設や家庭で生活が崩れ、精神病院に入院している行動障害のある利用者について、どの
ように支援すれば福祉サービス（通所）につなげることができるのか評価して欲しいとの相談が
あり、日中 一時支援利用を通じて日中活動による評価を4週間実施しています。今後、その評価
を関係機関へフィードバックしていく予定です。
○ その他、行動障害のある利用者について、関係機関と連携しながら家族のレスパイトを含めた
必要な支援を、短期利用等の在宅サービスを通じて行っています。

園内・外部
２５２名

相談支援

園内２４名
外部４５名
計６９名

5/21
公開基礎講座（第２部）
『問題行動の捉え方と支援方法』

当園強度行動障害対策事業担当

公開講座
『 風になる～自閉症の僕が生きていく風景～』

東田直樹氏
東田美紀氏

(単位:件)

園内職員
１１名9/4

園内支援困難ケースについて、応用行動分析に基づい
た支援方法の検討

横浜国立大学　教育人間科学部
教授　渡部匡隆氏

利用相談

(3）関係機関からの相談及び助言

施設

62

聖セシリア短期大学　幼児教育学科
准教授　平本譲氏

園内・外部
５０名

1/26
～
2/9

全6回
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４　心理支援(個別面接、行動観察)の状況

(1）心理支援の状況

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

7 9 2 6 8 1 2 8 9 1 1 7 9 1 1 5 5 1 2 7 10 1 1

2 1 2 1 2

7 9 0 4 6 8 1 3 8 9 1 3 7 9 1 2 5 5 1 2 7 10 1 3

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

7 7 1 1 6 7 1 8 5 1 2 7 6 1 2 8 7 1 1 5 7 1 1

1 1 2 1 1 1

7 7 1 2 6 7 0 2 8 5 1 4 7 6 1 3 8 7 1 2 5 7 1 2

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

6 14 5 11 4 11 5 10 1 9 2 10

1 1 2 1 2 2 1 1

1

0 6 0 14 1 6 0 13 0 5 2 11 2 5 0 11 0 1 0 10 0 2 1 10

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

5 7 3 8 7 6 7 5 5 11 6 5 5 5 6 6

1 1 2 2 1 1 1 3 3

1

0 5 1 7 0 4 2 8 7 6 2 8 5 5 1 12 6 5 0 5 6 6 3 9

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

1 3 6 2 2 3 2 2 5 4 1 1 1 3 2 3

3 1 1 1 1 1

1 6 0 6 0 3 0 2 3 1 0 2 2 6 0 0 4 2 1 1 3 3 0 3

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

2 3 0 5 2 2 3 1 1 4 2 4 4 1 2 4 0

2 3 0 0 0 5 0 2 2 3 0 1 1 4 0 2 4 4 0 1 2 4 0 0

※2他施設入所者による短期入所

話そう会
3月

3

182

年計

11月 12月 1月 2月 3月

年計

197

15

212

26

2

213

10月

成人

成人 児童 成人 児童 成人 児童 成人 児童

在宅

12 12 11

入所

12 21 13

81

8

89

8月 9月

19

1月

成人 児童

入所 104

　相談ニーズに応じて利用者の生育歴、家族関係、生活状況の検討およびアセスメントを行い、
利用者に対する関係者の理解を深めます。また、個々の利用者の特性に則した心理的側面からの
具体的支援をともに考えます。心理面接では、普段はなかなか職員とじっくり関わることのでき
ない入所者に対して、心理面接室という生活場面とは異なる空間で心理担当職員と一対一で関わ
る時間を提供し、自分だけの時間を過ごしてもらっています。さらに、SSTやセカンドステップを
取り入れて、自分の気持ちや考えを他者に伝えること、他者の気持ちや考えを理解することを練
習する機会を提供しています。

成人 児童 成人

11月 12月

その他
※2

年計

20

4月

4月

入所

11

17

成人 児童

日中活動

5月 6月 7月 8月

1

2月

5月 6月

在宅

年計

185

3月

計

10月

※1個別対応には来所相談（見学）、セカンドステップ、アセスメントを含む。

在宅 15

1

計

7月

11

その他
※2 1

100

児童 成人 児童 成人 児童

97

1 1

9月 10月 11月 12月

児童 成人 児童 成人

17 17

10月

児童 成人 児童 成人 児童

8

112計

40

成人 児童

成人

40

成人

個別対応※1

(単位：人)

4月 5月 6月 7月 8月 9月

計児童

児童 成人 児童

児童 成人 児童 成人

6月 7月 8月 9月

計児童 成人 児童 成人

児童 成人 児童 成人

計

100

4月 5月

児童

11月 12月

入所 93

在宅 7

計

計

心理面接

カンファレンス

計 113

4月 5月 6月

1月 2月 3月

1月 2月 3月

計児童 成人

児童

児童 成人

7月 8月

88

在宅

41

児童

入所

成人 児童 成人

12月

成人 児童

成人

2月

成人 児童 成人 児童 成人

入所

10月 11月 1月

8

計 49

年計

在宅

0

9月

計児童 成人 児童 成人
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(2）継続支援の内訳

(3）研修

11/13

12/22

件数

9/1

性別

130

５ 理学療法の状況

114

149

５月 ６月

184

(単位：人)

270

126 120

１２月

126 120

127 156121

3288229250

132 108

○　リハビリテーションマネジメント加算の状況

男

２月 ３月

合計

平成２６年度新規採用職員研修
「当園における心理業務について」

心理担当　阿部

４月

281268 258 277

９月

142 138 149 141

参加者

女

　当園の利用者は、重度の知的障害のみならず、身体障害や加齢による機能低下などの複合的な
障害を持っている方が多く、介護業務の方が増加している。今後も介護業務が増加している。今
後も介護業務が増えることから、職員の介護技術の向上が必要であるが、同時に利用者のADLの低
下、機能低下をいかに緩やかにできるかが課題である。
　しらとり園では、ADLの維持・向上に主眼を置き、主に移動動作を中心にリハビリテーションに
取り組んでおり、アセスメント（評価）やリハビリテーション計画書もADLを中心に記載してい
る。ADLへのアプローチができない利用者の方には、まず身体機能面に対してリハビリを行ってい
る。定期的にリハビリテーションの状況を医師に報告し指示を得ている。また、湘南病院の歯科
医師・歯科衛生士、しらとり園の栄養士と嚥下チームを組み、摂食・嚥下の評価・助言をおこな
いました。

　三浦しらとり園のリハビリテーションに関するマニュアルを作成し、この手順に従って実施し
ている。寮内からも利用者の身体(特に歩行)に関わる相談や車いす等の補装具利用に関する相談
などの業務も増えている。理学療法士の専門性を活かし、職員に対する助言・指導とともに、職
員の補助的業務にも関わっています。

計１０月１１月

5/22

114128

７月 ８月 １月

エム心理相談オフィス　諏訪部　政好氏

テーマ等 講　　師

法人
新採職員

園外19名
園内23名
計42名

「知的・発達障害児者への支援におけるSSTの導
入・活用について―生活のなかで実践するポイ
ントー」

東京学芸大学　教育実践研究支援センター
教育臨床研究部門　　教授　橋本　創一氏

外部25名
内部19名

「福祉プロパーの悲哀とストレス」

件数 144

267 270 317241

8寮職員
11名

126

1787206

133 154

360

1501

心理担当　阿部

女 2 4 2

中学生 高校生 その他※ 計小学生

5/22

平成26年度心理公開講座
「自分のストレスと上手に付き合うためには」

早稲田大学教育学部教育心理学専修教授
アンガーマネージメント研究会代表
本田　恵子氏

8寮学習会
「プラダ・ウィリー症候群について」

男 3 2 1 6

(単位：人)

8

日時

園外5名
園内32名
計37名

3/9 「当園における心理業務について」 当園心理担当　田所宏之 法人
新採職員
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ア  特定相談支援事業　

イ　障害児相談支援事業

1

１２月

0

(2） 計画相談の実績

ア 特定相談支援事業

0 1

0 0

８月 ９月 １０月 １月 ２月

イ 障害児相談支援事業

0 0計

女

男

　　　　行政
性別

9 24 1

1
1 1

葉山町 その他

(3) 計画相談の状況

６月 ７月 ８月

６　相談支援事業の状況

0

0

0 0

1

計

16 10 1

鎌倉市

3 6 82

0 0 0

0

4

１１月 計

35

５月 ６月

7

1

計画作成
計画作成
（更新）

３月

0

0

0 0

７月

0

１１月

0

0 0 1

2

0 0 0 0 1 0 0 0

３月

計画作成
（更新）

4

計

50 11 4 4

0 2 0

逗子市

0 00

2 12

その他

0

(単位：人)

0

0 0

34

0

９月 １０月

0
0

44

1

52

21 7

0

0

計

5 1 4

0 0 0 0

計画作成

２月

0

9 5 8

1

(単位：人)

４月

0

73

葉山町

0

00

0

0

１２月

0

5 3

0 0

5

(1） 契約者数

　　　　　行
政
性別

４月 ５月

女

(単位：人)

三浦市

モニタリング

男

横須賀市

計 25

0 4 2

7 2 2 38

(単位：人)

0

0

１月

横須賀市 鎌倉市 逗子市 三浦市

0

0

  相談支援事業は、平成26年4月1日から指定管理協定書第63条に規定する指定管理者の自主事
業として実施しています。
　利用者が、その有する能力及び適性に応じ、自立した日常生活又は社会生活を営むことがで
きるよう、当該利用者の身体その他の状況及びその置かれている環境に応じて、利用者又は障
害児の保護者の選択に基づき、基本相談支援に関する業務およびサービス等利用計画の作成及
びそのモニタリングに関する業務を行っています。
　平成24年4月の障害者自立支援法・児童福祉法の改正により、原則として平成27年3月末まで
に、すべての障害福祉サービスを利用している障害者を対象にサービス等利用計画（又は障害
児支援利用計画）を作成することが必須なっており、当事業所においてもご本人（ご家族）の
依頼により効率的に計画作成を行っています。
　また、他相談支援事業所及び他サービス事業所との情報交換及び連携を図るために、横須賀
市自立支援協議会ネットワーク連絡会や鎌倉市計画相談連絡会等へも参加しています。

モニタリング 0 0
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14

10

剪定等、園内整備

環境整備・吹奏楽

5

ＮＴＴ

18

縫製 59

114

昭和63年より活動

園内喫茶・しらとり祭

つくし会

11

昭和52年より活動3

1

62

縫製

9

94

昭和58年より活動

八八園芸会

延べ人数

2

ふよう会

133

グループ等の名称

縫製

40

4

内　　　容

家族会参加
今年度活動についての打ち合わせ

陶芸

ダンスクラブ

平成９年より活動

昭和51年より活動

78縫製

26

フラワーアレンジメント 1

46

46

映画上映(余暇)

かきくけこ

1

東中里紫重会

逗子高校

13

1,017

11 佐藤　美津子

さくら会・ふよう会・北
下浦ボランティアセンター

85

日中活動　自立支援グループ
はなそう会に参加

児童課　利用者の話し合いに参加（1・2寮）

北下浦ふるさと祭参加（3・7寮）

SRFクリスマス会参加（4・8寮）
利用者個別面接

しらとり祭に参加（5・6寮）

家族会参加にて活動報告

児童課クリスマス会参加（1・2寮）
職員との意見交換

16

8

6

15

6017 しらとり祭・ふれあいコンサート

19

余暇支援等

横須賀学院

古知屋政江 フライングディスク 22

青山　美代子

家族会参加にて活動報告

その他

活動内容

7

7

127

12

ドッグセラピー

縫製

縫製

７　ボランティアの受け入れ

１６ｍｍ試写室

８　オンブズパーソン施設訪問

ＳＲＦ

合　　計

園内整備・クリスマス会

5

 2月20日(金) 11：00～12：00

オンブズパーソン実施日

平成15年より活動

昭和38年より活動

平成３年より活動

しらとり祭等行事ボラ・児童
課のキャンプボラ等

昭和56年より活動

北下浦ボランティアセ
ンター

昭和50年より活動

昭和63年より活動

平成12年より活動

平成５年より活動

備　　　考

さくらの会（縫製）

二・三の会

竹村　公良

(単位：人)

木原 4月18日(金）10：30～12：30

木原

木原

木原

木原

木原

木原

木原

木原

 6月30日(月）13：30～15：30

 7月29日(火）10：00～12：00

 8月31日(日）13：00～15：30

10月11日(土) 10：00～14：00

10月25日(金) 10：00～12：00

12月 9日(火) 14：00～16：00

12月20日(土) 12：00～15：30　
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（１） 家族会は、以下の組織で活動しています。

12月

10月

8月

定例会

定例会

10月17日

12月19日

43人

40人

定例会 8月17日 46人

規約

56人

4月

5月

6月 6月15日

９　三浦しらとり園家族会　

備考（園行事等)

定例会

計

（２）平成24年5月から、家族会の開催を隔月とし、第三金曜日に開催しています。

開催日

5月17日

家族会

4月18日 43人

定例会

303人

定例会

      園からは、家族会の開催の際には情報提供等を行い連携を図っています。

家族会長

鈴木堅之

総　会

38人

有

2月20日2月

新年度スタート

会費(月額)

900円

37人

レクレーション大会

出席数

三浦しらとり園家族会

会員数(名)

127人

　　　　　       内容
　名称

-  28  -



実習12

実習7

実習6

各大学、保育専門、歯科関係学校より受け入れを行っています。

学校名

2校

153人

実習14

実習13

317日

実習22

実習21 関東学院大学

聖ヶ丘教育福祉専門学校

24日

8月5日 9月25日 1人 24日 24日神奈川県立保健福祉大学(社会福祉士）実習25

8月5日 9月5日田園調布学園大学(社会福祉士)

実習23

実習24

3月9日 3月20日

2月16日 2月28日

2人

2人

小計

9月24日

実人数

9月12日

20日

横浜保育福祉専門学校

実習17

12日

12日

12月1日 12月13日 1人

9月8日

11月17日 11月30日

2人 10日

実習11

2月5日 2月18日

横浜こども専門学校 10月20日

東京都市大学

実習16

鎌倉女子大学児童学部児童学科

2人 12日

24日

実習9

東京都市大学 8月25日

1人

実習20

実習4

横浜子ども専門学校実習2

7月29日

8月8日

8月11日

8月21日

7月26日

鎌田保育専門学校

実習19

実習3

2月23日 3月7日

12日

1人 12日

2人

9月7日

聖ヶ丘教育福祉専門学校

実習/研修
開始日

鶴見大学短期大学部

2月6日 1人

実習5

2人

研 　修

計

112人

実習10

12月1日 12月13日

実習18 聖セシリア女子短期大学 1月16日 1月29日 2人

実習8 9月24日

鎌倉女子大学短期大学部

1人

2人

2人

学校数

1人 12日

2人 11日

実習/研修
終了日

12日
1月19日

39人

横浜高等教育専門学校

11月17日

23校

10月18日

9月20日

田園調布学園大学

鎌倉女子大学

横浜創英大学

10月18日

9月29日

聖セシリア女子短期大学

9月16日

12日

洗足こども短期大学 11月4日

保育実習

延べ日数

12日

実習15 東京福祉大学通信教育部社会福祉学部

9月12日

12日

12日

22日

24日

12日

27校

454日

134日

11日

実日数

636日

実習1

福祉実習

18日

(１)受け入れ件数

１０　実習生/研修生受入れ状況

(２)受け入れ内訳

11日

2人 12日 24日

1人

269日

6月20日

12日

24日

335日

22日

24日

502人

24日

12日

12日

12日

22日2人

横浜こども専門学校

2人

24日

12日12日

12日

3月2日 3月13日

12日

11日 22日

24日

24日

12日

2人 11日

小田原女子短期大学 8月18日 8月29日

6月9日

22日

2人

41人

11月1日

実人数
実質

実習/研修
日数

延べ
日数

2人

鶴見大学短期大学部

1人

24日

12日

24日

7月14日

12日

2校 2人 48日 48日
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研修7

9人

11月12日 11月14日

7日

学校名
実習/研修
開始日

合計

7月15日

11月21日 3日

実習/研修
終了日

実人数
実質

実習/研修
日数

延べ
日数

9月17日

1日

9日研修5

1日

8月27日神奈川歯科大

研修1

9日

5人
11月19日

1日 9日

7人 1日

研修14

研修13

研修12

研修11

研修10

1日

1日

12月17日

神奈川歯科大 7月1日

小計

3日 15日

11月19日

神奈川歯科大

18日

335日

9日

研修8

研修6

8日

8日

1日

神奈川歯科大短期大学部

神奈川歯科大短期大学部

研修3 8月6日

神奈川歯科大

神奈川歯科大

研修2

神奈川歯科大

神奈川歯科大 11月5日 9人 1日 9日

神奈川歯科大

研修9

134日

12月3日

8人 1日 8日

9月3日 9人

112人

153人

1日

9人 1日

9人 1日

6人

神奈川歯科大

研修4

9日

18日

8日

8人

8人

8人

8人

9人

8日7月2日

7月16日

神奈川歯科大

神奈川歯科大

神奈川歯科大

636日
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清和会採用職員（管理職・中堅・新任等）を対象に外部研修に派遣しました。

感染症予防講演会 ウェルシティ市民プラザ

リスクマネージャー養成研修会
ＴＯＣ有明
コンベンションホール

課長 1

10月17日

児童相談所体験研修 県中央児童相談所 中堅 410月23日(3日間)

11月5日 ＪＳＣＩ教育プログラム体験セミナー

7月2日

県知的障害施設団体連合会主催
　「第一回新任職員研修会」

県社会福祉会館
研修室

横須賀市役所本館
正庁

管理
職・中
堅等

6

県相談支援従事者初任者研修 平塚市民センター他

5月30日

5月28日

開催日

課長

9月10日～12
日3日間

8月6日

8月2日～6日
5日間

8月2日

7月28日

7月23日

7月18日

7月10日～8月
29日　7日間

7月10日～11
日

日本スウェーデン福祉
研究所

関東地区知的障害福祉関係職員研究大会
茨城県立県民文化セン
ター

6月16日

内　容

中堅

中堅

中堅

中堅

触法知的障害者等の地域生活支援を行う施設職員等研修
会

9月24日

権利擁護研修　成年後見制度の概要

7

中堅 1

3

6月13日

サービス事業者等指導講習会6月18日

2

県知的障害施設団体連合会主催
　「第ニ回新任職員研修会」

PT 1

コニコムプラザ 中堅

新任

中堅 2

県社会福祉会館
研修室

高齢者支援セミナー「高齢化による身体機能の変化　介
助方法と日常支援で出来る機能維持」

荻野運動公園
会議室

中堅 1

県知障協部課長会研修会
　「福祉と医療の壁をこえる病院」

保土ヶ谷公会堂 中堅等 2

七沢リハビリセンター研修講座「摂食・嚥下リハビリ
テーション

7

１１　研修実績

(1)外部派遣研修実績

会　場
職員
区分

派遣
人数

(単位：人)

中堅等

新任

中堅

中堅

1中堅

2

1

1

1

1

1

高齢者支援セミナー「口腔ケアの意義と重要性」

藤沢養護学校夏季職員研修「障害を持つ生徒へ向けた性
教育の実際」（仮）

自閉症トレーニングセミナー

自閉症療育者のためのトレーニングセミナー

県協会研修会「セラピューティックホールド
聖セシリア女子短期大学平本教授

高齢者支援セミナー「安全で効率的な食事介助」

県総合リハビリテーションセンター研修
高次機能障害セミナー（理解編）

1

新任・
中堅等

荻野運動公園
会議室

荻野運動公園
会議室

藤沢養護学校

ウィング横浜  ゆめお
おかオフィスタワー

ウィング横浜 ゆめお
おかオフィスタワー

県社会福祉会館

県総合医療会館

品川フロントンビル

県社会福祉会館

3

中堅

中堅

中堅

11月10・11日

9月12日 ボランティアコーディネーター研修（基本コース

9月22日

荻野運動公園
会議室

高齢者支援セミナー「福祉用具・正しい利用方法」

1

1

1

TEACCHプログラム研究会「アセスメントについて」

8月27日

8月30日

七沢リハビリテーショ
ン病院研修室

逗子市役所会議室

公開講座　虐待防止研修会
「利用者への不適切な対応を防ぐために」

10月31日 三浦しらとり園

全職員
家族会
関係

機関他
50
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「自閉症の支援をめぐるエトセトラ
　　　　　　　支援者として大切にしたい１０の事柄」

2月18・19日

12月19日

1月14日

27年
1月14・15日

中井やまゆり園 現任研修 中井やまゆり園

1

2月26日

1月26日

2月6日
第26回 こうさい療育セミナー
「育ちをつなげる
　～ライフステージと障害特性を踏まえた療育支援～」

弘済学園 中堅 1

1

11月28日
ひばりセミナー
　　「アタッチメント(愛着について考えよう)」

県立ひばりが丘学園 中堅 2

1月13日 子どもの虐待の闇-ネグレクト死の取材から
子どもの虹情報研修セ
ンター

中堅

1

12月2日 第１回 苦情解決研修会

課長

中堅

中井やまゆり園 現任研修

12月9日 知的障害の方の身体機能低下への対応

10

中堅

12月13日

県社会福祉会館

3

12月13日

県立ひばりが丘学園 中堅

1

11月22日 ベストプラクティス・ガイドライン勉強会 川崎産業振興会館 中堅

神奈川リハビリテー
ション病院

中井やまゆり園

147

ニココムプラザ
　　　　　 さがみは
ら

2

県央福祉会ケアホームにおける人権侵害事件を端緒とす
る　第４回 人権報告会

2月26日 中井やまゆり園 第２回 強度行動障害事例研究会 中井やまゆり園 中堅 1

1月29日

非行・犯罪行為に至った知的障害者を支援し続ける人の
ための双方向参加型研修会

アットビジネスセン
ター東京駅

中堅 2

「障害のある方が親亡き後に安心して暮らせるために」
　　　　　　　　　　～きょうだいの関わりについて～

中堅 1

計

5

26年度 強度行動障害専門研修「応用研修」 中井やまゆり園 中堅 4

12月16日 第２回 福祉サービス第三者評価に関する事業者説明会

県社会福祉会館 部長 1

12月11日
ひばりセミナー
　　「地域で自立して生活するために必要な心得」

2月13日 神奈川県障害福祉職員実践報告会(発表４名・聴講６名)

中堅 1

2

県社会福祉会館 中堅 2

県社会福祉会館

発達障害・行動障害を持つ人々
　～それぞれの長所・ストレングスを見つけて生かす～

総合福祉センター 中堅

中井やまゆり園 中堅

4

中井やまゆり園 強度行動障害事例研究会 中堅

相模原市南市民セン
ター

中堅
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清和会採用職員（管理職・中堅・新任等）を対象とした基礎的な研修を中心に実施しました。

新任・
中堅等

新任・
中堅等

参加
人数

6月3日

5月22日

5月21日

夜勤リーダー・サブリーダー研修

体育館

会議室

園階段

19

21

7月10日
7月3日
6月26日

6月13日

職員研修（理事長研修）

公開基礎講座①
「自閉症の障害特性と構造化について」

10

会議室 新任・
中堅等 135月22日

42

新任・
中堅等

新任・
中堅等

9

34

6月10日

20

三浦しらとり園

9月25日 19

31

13

16

4

69

63

15

園日誌状況記録入力方法研修

園日誌状況記録分析研修(リスクマネジメント委員)

内　容 会　場
職員
区分

体育館  (外部45
人・園内24人)

体育館  (外部42
人・園内21人)

会議室

96月30日

5月19日

4月2日

開催日

新任・
中堅等

新任・
中堅等

新任・
中堅等

会議室

公開基礎講座②
「問題行動の捉え方、支援の方法について」

清和会新規採用・転入職員研修

プラダ・ウィリー研修(８寮)

新任
等

園日誌状況記録(インシデント報告書、フェイスシート)専門
研修（システムプロジェクト委員）

救急救命医療実務研修

新任

(単位：人)

体育館 新任・
中堅等

全職員
家族会
関係

機関他

全職員
家族会
関係

機関他

55

園日誌会場予約システム研修（運営委員会）

(2)内部研修実績

1

15

熱中症対策について

9月22日

感染症について(丸石製薬㈱松尾氏)

中堅

新任・
中堅等 11

会議室

会議室

会議室

本館２階ホール

会議室 (外部19人・
園内23人)

ハイムリック法実務研修

EVAC CHIR(非常用階段車椅子)研修

腰痛対策講習会(衛生委員会主催)

9月1日

8月26日

9月4日

9月4日

6月11日

5月30日

会議室

会議室

会議室

7月8日

8月11日 全職員

県立障害福祉施設間交流研修

会議室

新任・
中堅等

新任・
中堅等

管理
職・中

堅

19

12

43

16

会議室 新任・
中堅7月10日

オムツ実践講習会 会議室 新任・
中堅7月11日

夜勤リーダー・サブリーダー研修

全職員
家族会
関係

機関他

新任・
中堅等

会議室

新任・
中堅等

新任・
中堅

会議室

オムツ実践講習会

職員研修（理事長研修）

摂食嚥下医療実務研修

9月10日

9月10日～11
日2日間

7月4日

公開講座(心理)
「自分のストレスと上手に付き合うには」

強度行動障害対策事業事例検討会

園日誌状況記録入力方法研修

会議室

会議室
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会議室

1178計

全職員

会議室11月26日 全職員

2月24日 園内実践報告会 会議室

12月22日

9月26日

公開講座(強度行動障害対策事業)
どう向き合うか アセスメントから始める自閉症支援2月20日 体育館

43

5

10月15日
強度行動障害対策事業公開講座
　「風になる～自閉症の僕が生きていく風景～」
　「わが子の可能性を信じる子育て」

体育館

全職員
家族会
関係

機関他
252

10月21日 人権委員会主催 園内人権研修 会議室 全職員

腰痛対策講習会(衛生委員会主催)10月17日 会議室 新任・
中堅等 16

公開講座(心理)
ＳＳＴの導入・活用について11月13日 会議室

全職員
家族会
関係

機関他
44

25

夜勤リーダー・サブリーダー研修 会議室 新任

16新任・
中堅等

園日誌会場予約システム専門研修（システムプロジェクト委
員）

12月24日 理事長研修 会議室 全職員 34

10月7日

公開講座(心理)
施設職員のストレスとどう向き合うか

会議室

全職員
家族会
関係

機関他
37

2月16日 強度行動障害対策事業事例検討会 会議室 新任・
中堅等 20

27年
1月21日

口腔ケア実務研修～口腔ケアの基礎知識を学ぶ～ 会議室 新任・
中堅等 20

全職員
家族会
関係

機関他
63

施設ケアとリスクマネジメント(リスク委員会主催) 24
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職員対象防災講座（周知） 防災機器の理解・操作

火災避難集合訓練（周知）

日中活動体制時の避難（二次避難
場所）
＊災害時応援体制確認

8月22日

8月7日～14日

2月25日

消火器・放水訓練（周知） 防災機器の実施訓練

10月29日

夜間体制時の避難及び携帯電話を
使用した通報訓練
＊新任職員対象

8月19日

10月28日

火災避難集合訓練（周知）

非常用階段降下車椅子の実地体験と説明

夜間想定火災避難集合訓練（周知）

「緊急夜勤連絡表」を使用した情
報伝達訓練

日中活動体制時の避難（二次避難
場所）
＊災害時応援体制確認

9月26日

火災避難集合訓練（周知） 寮活動体制時の避難

3月20日

市民防災センターあんしん館
＊利用者対象

12　防災・避難訓練

寮活動体制時の避難（震度６以上
の地震を想定）
＊災害時応援体制確認

6月30日

6月30日

11月28日 夜間想定火災避難訓練・煙体験訓練（周知）

夜間体制時の避難及び携帯電話を
使用した通報訓練
＊煙発生装置を使用した煙体験

12月1日

火災避難集合訓練（周知）

日中活動体制時の避難(一時避難
場所～二時避難場所)
＊災害時応援体制確認

地震避難総合訓練（周知）

12月12日 火災避難集合訓練（周知）
寮活動体制時の避難
＊災害時応援体制確認

1月20日 夜間想定火災避難訓練（周知）

非常時職員電話連絡訓練

5・6寮職員を中心に実施

寮活動体制時の避難（震度６以上
の地震を想定）
＊災害時応援体制確認

地震避難集合訓練（周知）

防災学習会

実施月 目的訓練内容

防災マニュアルの周知
寮活動体制時の避難

夜間体制時の避難及び携帯電話を
使用した通報訓練
＊新任職員対象

夜間体制時の避難及び携帯電話を
使用した通報訓練
＊新任職員対象

火災避難集合訓練（周知）

夜間想定火災避難集合訓練（周知）

4月25日

5月22日

7月15日
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 栄養ケア・マネジメント対象

27,696

5月

33,676 31,317

7月

34,489

9月

33,462

10月

33,332

11月

29,970

12月

34,396

1月

32,012

2月

32,129

3月

35,282

4月 8月

29,536

年間総数

6月

387,297

14　給食業務の状況

39

89

3938

５月

38 39

5050男 50件数 50 50 50 50

合計 88

３月６月

38

88 88 88 89 89

８月 ９月 １０月１１月 １２月 １月 ２月

88

50 50

38 38 38 38 39

(単位：枚)

４月

50

(1)栄養ケア・マネジメントの状況

50

洗濯枚数

女 件数

8988 88

７月

 89名の利用者を対象とし栄養ケア・マネジメントを実施しました。
 昨年度から引き続き、嚥下チームの取組みとして、歯科医師・歯科衛生士・理学療法士・栄養士
とで各寮月1回程度の巡回と月1回嚥下に関する話し合いを行い、その結果を栄養ケア計画に反映
させました。
 今後、利用者の高齢化とともに栄養状態・嚥下機能の低下も進むと思われますので、多職種の連
携による包括的な栄養管理がさらに必要となります。栄養状態は一人ひとり大きな差があるた
め、一人ひとりに対して多職種で連携をとり、細やかな対応を行い、栄養改善を目指していきた
いと思います。

 26年度 洗濯枚数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

88

38

13　洗濯業務の状況

　平成26年度は、社会福祉法人清光会の就労継続支援Ｂ型事業所清光園と委託契約を結んで、洗
濯業務を実施しています。
 洗濯衣類は、集計上は16種類に分類し大小3袋に仕分けして搬出入して取り扱っています。業務
上で支障があった場合は、随時事業所と話し合い等を設けて円滑な洗濯業務に努めています。
　　　○洗濯日は原則週5回（月～金）　○時間:午前9：30
　　　○コンテナ各寮8個（64個）　　　○コンテナを運ぶ台車4台

 昨年度同様、児童から高齢の利用者の方まで楽しめる献立作りを目標とし、行事食やバイキン
グ、利用者個々人に合わせた対応を行いました。
 選択メニューについては、10月からアンケートによる方法に変え、利用者全員に希望メニューを
配膳できるよう、事前に利用者一人ひとりに食べたいメニューを選択していただきました。ま
た、栄養士が普段の食事状況を見たり利用者から嗜好や感想を聞いたりする中で、人気の高いメ
ニューは適時献立に反映するよう努めました。
 さらに、1月には利用者家族を対象とした試食会を実施し、30名の方にご参加いただきました。
配膳は温冷配膳車を使用し、メニューは選択メニューとしました。普段、提供している食事につ
いて知っていただく良い機会になったと思います。

50
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(2)食事の形態別人数

(3)食事の種類別人数

16%割合

きざみ

1%1%

普通

19人

割合

普通食

区分

人数

超きざみ一口大

18人

1人

ｱﾚﾙｷﾞｰ食

2人

92% 100%

1人

低ｴﾈﾙｷﾞｰ食

人数 106人

減塩食

1人

低脂肪食

4人

計

10人

9%57%

0人

ミキサー食

17%

1% 2%3%

115人

区分

115人

100%

計

0%

66人

ソフト食

糖尿病食

2人

2%

(単位：人)

普通食
92%

低脂肪食
3%

減塩食
1%

糖尿病食
1%

低エネル

ギー食
2%

アレルギー

ギー食
2%

食事の種類別人数

普通

57%

一口大

16%

きざみ

16%

超きざみ

9%

ミキサー

2%
ソフト

0%

食事の形態別人数
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15　医療の状況

12月10日 12月11日 検査終了

16 ＩＹさん 男 耳鼻科 口内炎 湘南病院 12月10日 12月15日 軽快

17 ＩＹさん 男③

18 ＹＭさん 女 内科 肺炎 湘南病院 12月13日 12月22日 軽快

19 ＩＹさん 男④ 内科 腹痛 湘南病院 12月19日 12月22日 軽快

20 ＩＹさん 男⑤ 内科 腸炎による小腸イレウス 湘南病院 12月25日 1月8日 軽快

21 ＳＹさん 女② 内科 肺炎 湘南病院 1月3日 1月16日 軽快

軽快

14 ＹＭさん 女① 外科 大腸検査 湘南病院 10月20日 10月21日 検査終了

13 ＳＫさん 女 外科 陥入爪手術（右第１趾）

内科 肺炎 湘南病院 12月11日 12月18日

10月3日 軽快

15 ＹＭさん 女② 耳鼻科 嚥下検査 湘南病院

(2)入退院の状況

(1)利用者検診状況

湘南病院 10月1日

7月30日

8月13日

入院月日

検査終了

随時

8月4日

(単位：人)

10/6、10/27

9月3日

11/4、12/2

検便

4月14日

86

101

99

77

121

9

歯科検診

胸部レントゲン

眼科検診

尿検診

7

乳がん検診

ＳＨさん 男

湘南病院

湘南病院

肺炎

嚥下検査

不明熱

湘南病院

11

耳鼻科

内科

内科

内科

ＷＡさん 女

ＫＳさん 男

2 ＳＮさん 女 神経内科 歩行不安定　検査目的

ＳＹさん 女①

科別 病　　　名

1 ＳＲさん 女 婦人科

8

6月26日

7月3日

7月3日

入院施設

7月10日

湘南病院

右下腿深部血栓性静脈炎

軽快

検査終了

検査終了

軽快

8月21日

8月25日

9月17日ＩＹさん 男②

77

41

9月9日

湘南病院

7月7日

3月31日 4月9日

8月11日

8月14日

8月22日

6月25日

8月26日

卵巣腫瘍手術

氏名・性別

湘南病院

湘南病院

うわまち病院

内科

大腸ポリープ切除

ＴＨさん 女

ＩＮさん 女

ＴＨさん 女①

湘南病院

10

湘南病院

湘南病院

退院月日

5

3

4

6

耳鼻科

軽快

4月10日

実施年月日

5/30 6/6 6/13 6/19 6/20 

随時

5月～10月1寮ずつ

7月16日

5/8、5/15

インフルエンザ

人数

101

125

89

軽快12 ＨＫさん 女① 内科 喘息重責発作 湘南病院 9月18日 9月26日

外科

内科

外科

軽快

軽快

軽快肺炎

7月7日

6月23日

内　容

内科検診

耳鼻科検診

心電図

転帰

軽快

軽快

左側頸下腫瘍

肺炎

肺炎ＩＹさん 男①
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軽快

23 ＴＹさん 男

22 ＨＫさん 女② 内科 不明熱 湘南病院

不明熱

外科

1月20日

肺膿瘍 湘南病院

軽快3月27日3月26日湘南病院外科 右頸部腫瘤摘出術36 ＭＫさん 男

24 ＨＫさん 男 内科 肺炎 湘南病院 2月10日 2月17日 軽快

25 ＩＭさん 男

湘南病院 2月16日

32 ＩＹさん 男⑦

27 ＫＴさん 男 内科

移動虫垂炎手術 湘南病院 3月20日 3月30日 軽快

33 ＮＹさん 女 内科 感染性胃腸炎 湘南病院 3月20日 3月24日 軽快

29 ＩＹさん 男⑥ 内科 腸閉塞　肺炎 湘南病院 3月3日 3月18日 軽快

31 ＩＭさん 男 内科 腸閉塞 湘南病院 3月14日

3月19日 軽快

3月26日 軽快

内科 3月12日

2月16日 軽快

軽快

湘南病院 2月17日 2月26日 軽快

内科 肺炎 湘南病院 1月27日 2月2日 軽快

外科 左鼠径ヘルニア根治術 湘南病院 2月12日

1月10日

35 ＳＮさん 女 内科 肺炎 湘南病院 3月26日 4月1日 軽快

34 ＴＨさん 女② 内科 感染性胃腸炎 湘南病院 3月22日 3月31日 軽快

28 ＨＫさん 女③ 内科 喘息 湘南病院 2月27日 3月11日 軽快

30 ＦＮさん 女

26 ＩＴさん 男 耳鼻科 口内炎 2月18日
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(3)診療所利用状況(単位：件）
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